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２
０
０
８
年
9
月
22
日
、
世
界
女
性
学
長
会
議
準

備
会
議
が
、
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
で
開
催
さ
れ
、
水

田
宗
子
理
事
長
が
、
中
国
を
除
く
ア
ジ
ア
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。 

　

会
議
は
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
内
ラ
ナ
イ
劇
場
に
お

い
て
、
地
域
の
方
、
学
生
、
地
方
自
治
体
の
方
々

な
ど
約
２
０
０
人
の
参
加
者
を
得
て
、「A

 G
lobal 

D
ialogue W

om
en in H

igher E
ducation

」
と

題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
の

「A
 G

lobal D
ialogue W

om
en in H

igher E
ducation

」
開
催

日
時

：

２
０
０
８
年
9
月
22
日

場
所

：

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
ラ
ナ
イ
劇
場

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ロ
ー
ズ
・
セ
ン
学
長
宅
の
家
具
を
劇
場
の
舞
台
に

セ
ッ
ト
し
、
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、
高
等
教
育
を
う
け
た
女
性
が
社
会
的
に
活
躍
し

て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
現
在

ト
ッ
プ
に
た
っ
て
い
る
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う

に
乗
り
越
え
て
き
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
い
と
思
う
の
か
に
つ
い
て
、
対
話
方
式
で
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。 

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
世
界
の
各
地
か
ら
き
た

学
長
た
ち
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
親
し
み
や

す
か
っ
た
た
め
か
、
終
了
後
多
く
の
学
生
た
ち
か
ら

質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
会
議
の
様
子
は
、
9
月
23
日
の H

aw
aii 

T
ribune H

erald 

紙
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

ハ
ワ
イ
州
知
事
主
催 

国
際
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
会
議
に
出
席

日
時

：

２
０
０
８
年
9
月
24
日

場
所

：

ハ
ワ
イ
・
ワ
イ
キ
キ

　

２
０
０
８
年
9
月
24
日
（
水
）
ハ
ワ
イ
の
ワ
イ

キ
キ
に
て
開
催
さ
れ
た
第
五
回
国
際
女
性
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
会
議
（F

ifth
 A

n
n
u
al In

tern
ation

al 

W
om

en
's L

ead
ersh

ip
 C

on
feren

ce

）
に
出

席
、
水
田
宗
子
理
事
長
がInternational H

igher 

E
ducation L

eaders

の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し

て
招
か
れ
ま
し
た
。 

　

若
い
世
代
の
女
性
や
働
く
女
性
に
対
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
立
場
に
た
つ
女
性
に
と
っ

て
何
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
の
問
い
に
、
水

田
理
事
長
は
、
個
人
的
に
あ
る
い
は
会
社
で
、
自
分

を
支
え
て
く
れ
る
よ
い
仲
間
、
そ
し
て
よ
き
師
、
よ

き
指
導
者
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
な
ど
、
い
く
つ
も
の
客
観
的
で
適
切
な
コ
メ

ン
ト
を
述
べ
ま
し
た
。 

　

こ
の
国
際
会
議
は
、
リ
ン
ダ
・
リ
ン
グ
ル
州
知
事

の
主
催
で
、
世
界
各
国

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
る
女
性
た

ち
の
中
か
ら
特
別
な
女

性
が
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
選
ば
れ
、
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。
約

１
１
０
０
人
の
参
加
者

を
集
め
、
一
日
を
通
し

て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
学
び
ま
す
。
参
加
者

に
は
、
働
く
女
性
は
も

ち
ろ
ん
、
高
校
生
、
地

域
の
方
、
寄
付
し
た
企

業
、
女
性
団
体
、
警
察

や
消
防
を
含
む
地
方
自
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日
韓
女
性
会
議
開
催

日
時

：

２
０
０
８
年
10
月
24
日

場
所

：

城
西
国
際
大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
０
８
年
10
月
24
日
、
城
西
国
際
大
学 

東
金

キ
ャ
ン
パ
ス 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
日
韓
女
性
会
議
が
、
城
西
国
際
大
学
水
田
宗

子
学
長
の
「
歓
迎
あ
い
さ
つ
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露

に
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。

　
「
高
齢
社
会
と
女
性―

女
性
の
学
び
直
し―

」
を

治
体
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
。 

　

こ
の
会
議
の
様
子
は
、
多
数
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
の

取
材
を
う
け
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各

国
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
医
療
政
策
機
構
と
第
2
回
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

日
時

：

２
０
０
８
年
10
月
10
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
問
題
山
積
み
と
な
っ
て

い
る
現
代
の
日
本
の
医
療
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
医
療
政
策
機
構
と
手
を
携
え
て
、
解
決
に
向
け

た
政
策
提
言
が
で
き
る
よ
う
、
日
本
医
療
政
策
機
構

を
支
援
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　

今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
が
ん
対
策
の
地
域

間
に
お
け
る
違
い
に
つ
い
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
み

な
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
第
2
回
メ
デ
ィ

ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

日
本
医
療
政
策
機

構
の
患
者
支
援
部
門

で
あ
る
「
市
民
医
療

協
議
会
」
で
は
現

在
、「
が
ん
政
策
情

報
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
中
。
都
道
府

県
別
の
が
ん
対
策
格
差
を
浮
き
彫
り
に
し
、
各
地
に

あ
る
が
ん
対
策
の
好
事
例
を
共
有
し
、
対
が
ん
戦
略

に
取
り
組
む
人
々
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
こ
と
で
、
日
本
の
対
が
ん
戦
略
を
大
き
く
前
進
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
そ
の
最
新
の
取
り
組
み
や
全
国
各
地
の
事

例
を
、
報
道
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
そ
の
差
が
解
消
さ
れ

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
手
順
と
方
法
が
必
要
な
の

か
を
考
え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
城
西
大
学
の
副
学
長
兼

薬
学
部
長
で
あ
る
白
幡
晶
先
生
が
、
地
域
や
病
院
ご

と
の
が
ん
戦
略
へ
の
取
り
組
み
を
正
し
く
把
握
し
、

改
善
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
指
標
が
き
わ
め
て
大
事

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
今
後
は
城
西
大
学
も
指
標
選

択
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

埴岡 健一日本医療政策機構 がん政策情
報センター長による講演

現
代
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
講
座
開
催

日
時

：

２
０
０
８
年
10
月
18
日
、11
月
１
日
、11
月
29
日

場
所

：

学
校
法
人
城
西
大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

学
校
法
人
城
西
大

学
現
代
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
開
設
記
念
講

座
「
急
拡
大
す
る
21

世
紀
の
世
界
経
済
に

お
け
る
課
題
」（
全
3

回
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
回
目
（
２
０
０
８
年
10
月
18
日
）
は
、

「
新
興
国
需
要
の
急
増
か　

巨
額
投
機
マ
ネ
ー
の
流

入
か
」、
第
2
回
目
（
２
０
０
８
年
11
月
1
日
）
は
、

「
資
源
価
格
の
高
騰
と
日
本
産
業
」、
そ
し
て
最
終

回
（
２
０
０
８
年
11
月
29
日
）
は
、「
環
境
問
題
と

資
源
イ
ン
フ
レ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
最
終
回

に
は
城
西
国
際
大
学
へ

も
遠
隔
中
継
が
な
さ
れ
、

ホ
ー
ル
来
場
者
と
合
わ

せ
、
約
２
０
０
名
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

全
３
回
の
講
演
を
通

じ
て
、
受
講
生
は
、
世

界
各
国
で
起
き
た
金
融

日本政策投資銀行公共ソリュー
ション部竹ケ原啓介課長

全
体
テ
ー
マ
と
し
、
基

調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
テ
ー
マ
は
、
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展

に
よ
り
、
社
会
基
盤
の

大
き
な
変
化
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
日
本
と

韓
国
の
双
方
の
社
会
に

お
い
て
、
女
性
、
と
く
に
中
高
年
女
性
が
、
社
会
に

貢
献
す
る
人
材
と
し
て
生
き
る
た
め
に
、
同
時
に
自

己
実
現
の
達
成
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い
知

識
・
技
術
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

開
会
式
に
引
き
続
い
て
、
日
本
側
基
調
講
演
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
理

事
長 

樋
口
恵
子
氏
、
韓
国
側
基
調
講
演
を
韓
国
西

江
大
学
校
日
本
学
主
任
教
授 

申
惠
璟
氏
よ
り
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
韓
国
慶
北
大
学
校
教
授 

朴
南
姫
氏
、
大
阪
市
立
大
学
研
究
員 

梁
京
姫
氏
、

韓
国
東
国
大
学
校
助
教
授 

呉
美
英
氏
、
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授 

舘
か
お
る
氏
、
城
西
大
学
教
授 

川

辺
純
子
氏
、
城
西
国
際
大
学 

和
智
綏
子
教
授
の
６

人
の
先
生
方
よ
り
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
韓
国
の
中
高
年
女
性
へ
の
文
化

教
育
活
動
、
韓
国
の
非
正
規
職
関
連
法
と
女
性
労
働

の
関
係
、
韓
国
の
高
齢
者
支
援
の
法
・
制
度
、「
老

い
」
の
知
と
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
、

城
西
大
学
の
女
性
人
材
育
成
の
取
り
組
み
、
城
西
国

際
大
学
の
福
祉
人
材
育
成
の
３
ヶ
国
比
較
研
究
の
報

告
と
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
城
西
国
際
大
学
の
第
３
回
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
奨
励
生
の
表
彰
式
も
、
併
せ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
の
開
催
に
あ
た
り
、
城
西
国
際
大

学
、
城
西
大
学
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
奨
励
生
の
学

生
た
ち
が
、
事
前
準
備
、
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
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米
マ
リ
ア
ン
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
9
月
25
日

場
所

：

ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
０
８
年
9
月
25
日

ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
マ
リ
ア
ン
大
学

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
た
び
、
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
で
開
催
さ
れ

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
節
目
の
出
来
事
に
つ
い
て
理

解
し
、
資
源
・
食
料
価
格
の
高
騰
は
、
単
な
る
価
格

高
騰
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
投
機
マ

ネ
ー
の
流
入
に
よ
る
急
激
な
価
格
変
動
へ
の
対
応
こ

そ
が
解
決
の
急
が
れ
る
課
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
回
の
現
代
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
講
座
の
最
大
の
成
果
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事
長
は
、

２
０
０
８
年
9
月
22
日
（
月
）
に
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ

校
を
訪
れ
、
ロ
ー
ズ
・
セ
ン
学
長
と
と
も
に
学
術
交

流
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。
今
回
ハ
ワ
イ
大

学
と
の
協
定
を
結
ぶ
に
い
た
っ
た
の
は
、
２
０
０
８

年
6
月
4
日
に
城
西
国

際
大
学
で
開
催
さ
れ
た

世
界
女
性
学
長
会
議
日

本
会
議
に
参
加
さ
れ
た

ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
の

ロ
ー
ズ
・
セ
ン
学
長
と

交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。 

　

ハ
ワ
イ
島
の
ヒ
ロ
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
世

界
各
国
か
ら
学
生
が
学
び
に
集
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
、
観
光
学
部
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
学
部

と
協
力
関
係
が
展
開
さ
れ
、
学
生
の
交
流
が
活
発
に

な
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

※
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校

　

ヒ
ロ
校
は
4
学
部
33
学
科
か
ら
成
り
、
海
洋
学
や

天
文
学
、
商
業
な
ど
特
色
あ
る
教
育
が
有
名
で
す
。

ハ
ワ
イ
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
地
域
か
ら
の

学
生
も
多
く
、
約
３
６
０
０
名
の
学
生
が
学
ん
で
い

ま
す
。
広
い
学
内
に
は
学
生
寮
を
は
じ
め
、
劇
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球
場
な
ど
充
実
し
た
施
設
が
あ
り

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
9
月
22
日

場
所

：

ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校

国
際
交
流
活
動

セン学長（右）と協定書を交わす水
田理事長（左）

た
〝A

 G
lobal D

ialogue
―

W
om

en in H
igher 

E
ducation

―

〟
の
パ
ネ
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
マ

リ
ア
ン
大
学
の
学

長
バ
ル
ト
ダ
ー
ノ

（Josefin
a C

astillo 

B
a
lto

d
a
n
o
,J.D

.

）

氏
と
水
田
理
事
長

は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
お

い
て
学
術
交
流
協
定

書
に
サ
イ
ン
を
し
、

今
後
の
両
校
の
友
好

関
係
の
発
展
を
約
束
し
ま
し
た
。 

※
マ
リ
ア
ン
大
学

　
（M

arian U
niversity, W

isco
nsin

）
に
つ
い
て

　

マ
リ
ア
ン
大
学
は
、
１
９
３
６
年
に
設
立
し
た
マ

リ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
前
身
と
し
、
１
９
７
０
年
に
男

女
共
学
に
な
り
、
現
在
の
入
学
者
の
約
3
割
は
男
性

で
す
。
人
文
学
部
、
経
営
学
部
、
自
然
科
学
学
部
、

看
護
学
部
、
教
育
学
部
を
有
し
て
い
ま
す
。
課
外
活

動
も
活
発
で
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
歴
史
が
古
く
、

ま
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
も
盛
ん
で
す
。

バルトダーノ学長（左）と握手を交わす水
田理事長（右）

ウ
ガ
ン
ダ
・
ブ
ス
テ
ィ
マ
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
9
月
25
日

場
所

：

ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル

　

２
０
０
８
年
9
月
25

日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

は
ウ
ガ
ン
ダ
の
ブ
ス
テ
ィ

マ
大
学
と
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
た
び
、
ハ
ワ
イ
大

学
ヒ
ロ
校
で
開
催
さ
れ
た

〝A
 G

lobal D
ialogue

―

W
om

en in H
igher E

ducation
―

〟
に
お
い
て

一
緒
に
な
っ
た
ブ
ス
テ
ィ
マ
大
学
の
オ
ク
ワ
コ
ル

（M
ary Jossy N

akandha O
kw

akol P
h.D

.

）
副

学
長
と
水
田
理
事
長
は
ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
、
学
術

交
流
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
し
、
今
後
の
両
校
の
友
好

関
係
の
発
展
を
約
束
し
ま
し
た
。 

※
ブ
ス
テ
ィ
マ
大
学

（B
usitem

a U
niversity, U

g
and

a

）
に
つ
い
て

　

ブ
ス
テ
ィ
マ
大
学
は
ウ
ガ
ン
ダ
で
5
番
目
の
公
立

大
学
で
す
。
農
学
部
と
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入

れ
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

オクワコル副学長（左）と協定書を
交わす水田理事長（右）

学術交流協定締結後の記念撮影



2009.3.31

�

中
国
伝
媒
大
学
南
広
学
院
来
学

日
時

：

２
０
０
９
年
１
月
16
日

場
所

：

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
ね
た

翌
日
、
２
０
０
９
年
1
月
16
日
（
金
）、
中
国
・
中

国
伝
媒
大
学
南
広
学
院
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
の
劉
林
利
学
部
長
が
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。 

　

江
蘇
省
南
京
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
中
国
伝

媒
大
学
南
広
学
院
は
、
本
学
名
誉
博
士
の
劉
継
南
先

生
が
院
長
を
務
め
て
お
り
、
学
生
約
1
万
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
の
訪
問
に
お
い
て
、
今
後
の
両
大
学
間
に
お

け
る
学
術
交
流
活
動
や
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
、
い
く
つ
も
の
具
体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
、
早

速
着
手
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

南広学院劉学部長（左）と石田副学
長（右）

大
連
理
工
大
学
管
理
学
院
と
学
校
法
人
城
西
大
学
と
の
間
で

　
　
　
　

共
同
教
育
に
関
す
る
協
約
を
締
結

日
時

：

２
０
０
９
年
２
月
16
日

場
所

：

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

大
連
理
工
大
学
管
理
学
院
の
蘇
敬
勤
学
院
長
な
ら

び
に
李
新
然
副
院
長
、
張
旭
院
長
助
理
、
呉
灝
文
国

際
合
作
与
国
際
項
目
弁
公
室
主
任
が
、
２
０
０
９
年

２
月
16
日
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

水
田
宗
子
理
事
長
を
表
敬
訪
問
し
、
大
連
理
工
大
学

管
理
学
院
と
学
校
法
人
城
西
大
学
と
の
間
で
共
同

教
育
に
関
す
る
協
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
本
協
定

は
、
経
営
学
分
野
の
学
問
を
修
め
、
人
間
形
成
を
目

的
と
す
る
も
の
と
し
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
学
位
を
取
得
す
る

も
の
で
す
。
本
協
定
に
よ
っ
て
、
両
校
間
に
お
け
る

交
流
が
い
っ
そ
う
深
ま
り
ま
す
。

　

今
回
、
発
足
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
院
生
は
、「
１
年
＋
１
年
」
で
両
校
の
修
士
号
、

す
な
わ
ち
「
デ
ュ
ア

ル
デ
ィ
グ
リ
ー
」
を

同
時
に
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
将

来
、
日
中
間
を
中
心

に
活
躍
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
を
目
指
し
て
い
る

多
く
の
方
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

北
京
外
国
語
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時

：

２
０
０
８
年
9
月
25
日

場
所

：

ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
０
８
年
9
月
25
日

北
京
の
北
京
外
国
語
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。 

　

６
月
に
城
西

国
際
大
学
に
て

開
催
の
世
界
女

性
学
長
会
議
日

本
会
議
に
も
参

加
さ
れ
た
北
京

外
国
語
大
学
前

学
長
で
あ
る

チ
ェ
ン
・
ナ
イ

フ
ァ
ン
（C

hen N
aifang

）
氏
と
ハ
ワ
イ
大
学
で

再
会
し
た
水
田
理
事
長
は
、
チ
ェ
ン
先
生
と
よ
り
交

流
を
深
め
、
ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
学
術
交
流
協
定
書

に
サ
イ
ン
を
し
、
今
後
具
体
的
な
交
流
の
推
進
を
約

束
し
ま
し
た
。 

※ 

北
京
外
国
語
大
学
（B

eijing
 F

o
reig

n S
tud

ies 

U
niversity, C

hina

）
に
つ
い
て

　

北
京
外
国
語
大
学
は
、
１
９
４
１
年
に
創
設
さ
れ

た
延
安
ロ
シ
ア
語
学
校
を
前
身
と
し
、
中
国
国
内
に

お
い
て
大
変
歴
史
の
長
い
大
学
で
す
。
語
学
を
中
心

に
14
の
学
部
が
あ
り
、
７
０
０
０
名
を
超
え
る
学
生

が
学
ん
で
い
ま
す
。

北京外国語大学前学長チェン氏（左）と協定書
を交わす水田理事長（右）

中
山
大
学
嶺
南
学
院
と
学
校
法
人
城
西
大
学
物
流
・

　
　
　
　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
式
典
開
催

日
時

：

２
０
０
９
年
３
月
26
日

場
所

：

広
東
省
中
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
中
山
大
学
嶺
南
堂

　

２
０
０
９
年
3
月
26
日
、
広
東
省
中
山
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
中
山
大
学
嶺
南
堂
に
お
い
て
「
中
山
大
学
嶺

蘇敬勤学院長（右）と協定書を交わ
す水田理事長（左）
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U
.S.-Japan W

om
en's Journal

の
第
34
号
・
35

号
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
34
号
は
、
２
０
０
８
年
12
月
に
刊
行
さ
れ
、
日

本
の
女
医
の
過
去
と
未
来
、
少
子
化
問
題
に
関
す
る

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本
の
比
較
な
ど
社
会
問

題
、
家
族
な
ど
に
関
す
る
論
文
が
4
点
と
作
家
柳
美

里
の
生
い
立
ち
と
小
説
に
焦
点
を
あ
て
た
論
文
1
点

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
35
号
は
、
２
０
０
９
年
2
月
に
刊
行
さ
れ
、
日

本
文
学
を
女
性
学
的
視
点
で
考
察
し
た
論
文
3
点
、

１
９
２
０
年
代
韓
国
に
お
け
る
翻
訳
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
、
近
代
文
学
に
関
す
る
も
の
1
点
お
よ
び
後
書

出
版
活
動

　
　
　

U
.S.-Japan W

om
en's Journal

　
　
　

第
34
号
・
第
35
号
発
刊

南
学
院
（
大
学
）
と
学
校
法
人
城
西
大
学
物
流
・
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
中
山
大
学
嶺
南
学
院
の

物
流
研
究
科
と
城
西
大
学
の
物
流
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、
物
流
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
共
同
研

究
を
推
進
す
る
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
す
で
に
学
校
法
人

城
西
大
学
現
代
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
設
立
済
み

で
あ
る
城
西
大
学
・
中
山
大
学
嶺
南
学
院
物
流
研
究

セ
ン
タ
ー
と
連
動
し
て
中
山
大
学
嶺
南
学
院
に
お
い

て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
広
東
省
に
は
特
に
多
く
の
日
系
企
業
が
進
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
東
省
の
物
流
政
策
の
広
が

り
を
受
け
て
、
日
中
間
に
お
け
る
シ
ー
ム
レ
ス
で
効

率
的
な
物
流
の
あ
り
方
を
中
心
に
研
究
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
院
レ

ベ
ル
、
企
業
間
で
の
人
的
交
流
に
つ
い
て
も
活
発
に

展
開
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
設
式
典
後
引
き
続
き
「
中
山
大
学
嶺
南
学
院
物

流
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
９
テ
ー
マ
の
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
両
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
日
・
中
・

韓
物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
東
ア
ジ
ア
の
物
流

革
新
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、
広
東
省
と
日
本

を
つ
な
ぐ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
あ
る
べ
き
方
向
、

研
究
者
間
の
相
互
研
修
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
予

定
で
す
。

開設式にて

き
1
点
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

U
.S.-Japan W

om
en's Journal

は
日
米
間
を
中

心
に
他
地
域
を
加
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
学
術
交
流
、
情
報
交
換
を
目

的
に
、
女
性
、
男
性
、
家
族
、
労
働
、
社
会
問
題
、

文
化
研
究
等
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
す
る
英
文
誌

で
す
。
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

（JIC
P
A

S

）
が
年
に
２
冊
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
購
入
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
はW

eb 

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.josai.jp/

jicpas/usjw
j/index.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

R
ev

iew
 of Jap

an
ese C

u
ltu

re an
d
 S

ociety 

は
日
本
人
と
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
と
す
る
英
文
誌

で
、
年
に
一
度
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー
（JIC

P
A

S

）
よ
り
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
「
日
本
に
お
け
る
翻
訳
文
化
」
を
テ
ー
マ

に
、
在
外
研
究
者
に
よ
る
論
考
お
よ
び
こ
の
テ
ー
マ

に
関
わ
る
日
本
語
論
文
の
英
語
翻
訳
文
な
ど
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　

R
eview

 of Japanese C
ulture and Society 

　
　
　

第
20
号
が
刊
行

価格：国内　1 部 2,000 円＋送料
　　　海外　1 部 $20 ＋送料（$5）
問い合わせ先：rev-jou@josai.ac.jp

名
誉
博
士
記
授
与
式

日
時

：

２
０
０
８
年
９
月
30
日

場
所

：

城
西
大
学

　

２
０
０
８
年
9
月
30
日
（
火
）
城
西
大
学
学
位
記

授
与
式
・
入
学
式
に
お
い
て
、
名
誉
博
士
記
授
与
式

も
執
り
行
い
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
曽

我
道
敏
名
誉
教
授
に
名
誉
博
士
記
を
授
与
致
し
ま
し

た
。

　

１
９
６
８
年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
ら
れ
た
曽
我
教
授

は
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
な
ら
び
に
カ
ラ

マ
ズ
ー
市
に
お
い
て
、
日
本
の
大
学
と
の
学
術
交
流

の
架
け
橋
と
し
て
大
変
ご
尽
力
さ
れ
た
方
で
、
日
米

間
に
お
け
る
相
互
理
解
促
進
の
た
め
、
数
多
く
の
日
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アクセス インフォメーション 
●地下鉄有楽町線 麹町駅 �番出口より徒歩�分 
●地下鉄南北線 永田町駅 9番出口より徒歩5分 
●地下鉄丸の内線・銀座線 赤坂見附駅 弁慶口より徒歩8分 
●JR中央線・総武線 四谷駅より徒歩�0分 
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●周辺図

系
企
業
が
活
動
す
る

ミ
シ
ガ
ン
州
西
部
地

区
で
個
人
と
産
業
経

済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
人
材
育
成

な
ど
の
分
野
に
お
い

て
、
40
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
献
身
的
な
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
本
学
と
ウ
ェ
ス
タ
ン
ミ
シ
ガ
ン
大
学
と

の
学
術
交
流
協
定
締
結
の
際
に
は
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
そ
の
後
の
交
流
に
あ
た
り
ま
し
て
も
い
つ

も
あ
た
た
か
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
曽
我
教
授
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
名
誉
博
士
記
授
与
と
な
り
、
曽
我
教
授

は
、
城
西
大
学
か
ら
の
名
誉
博
士
授
与
を
人
生
に
お

い
て
、
心
に
残
る
う
れ
し
い
出
来
事
で
、
大
変
光
栄

な
こ
と
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

韓
国
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

日
時

：

２
０
０
８
年
11
月
17
日

　

日
韓
の
学
術
研
究
の
発
展
と
国
際
交
流
の
増
進

を
目
標
に
２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
た
城
西
国
際

大
学
韓
国
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.jiu.ac.jp/krctr/

）
が
２
０
０
８
年

11
月
17
日
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
人
文
、
社
会
、
芸
術

な
ど
の
全
般
に
お
よ
ぶ
領
域
を
学
術
的
に
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
学
内
外
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
か

し
、
日
韓
の
学
術
協
力
と
学
生
交
流
促
進
す
る
た
め

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

名誉博士記授与式

曽我道敏ウエスタン・ミシ
ガン大学名誉教授


